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学位論文内容 

 

本論文は、中国浙江省の中部に位置する臨海市で用いられている中国語方言の一つであ

る臨海方言を研究対象とし、音韻体系・文法体系の概略を記述した上で、文法体系におけ

るヴォイス表現・アスペクト表現に焦点をあて、ヴォイス・アスペクトに関わる各言語形

式の意味機能・生起条件の分析を試みたものである。 
本論文の主要な研究成果は、第一には、今まで体系的な文法記述がされたことのなかっ

た臨海方言について、その統語構造および主要な機能語の体系を提示したことである。第

二には、音韻体系について、先行研究とは大きく異なる連読声調の体系を提示したこと、

さらにそれが南部呉方言、閩方言などにみられる「最終音節優勢型」に属することを指摘

したことである。そして第三には、アスペクト・ヴォイスという重要な文法範疇の臨海方

言における体系化のされ方を、具体的に明らかにしたことである。 
各章の内容は以下の通りである。 
 

第一章 
 
第一章では、まず中国語方言の概略とその中での臨海方言の位置づけを確認し、中国語

方言研究史の概略を紹介し、さらに中国語方言研究および臨海方言研究の現状とその問題

点、本論文の意義・具体的な研究方法について述べている。そのなかで、臨海方言の先行

研究には音韻体系を記述したものは存在するが、文法を体系的に記述した研究は存在しな

いことを紹介した。 
第二章 

 
第二章では、臨海方言の音韻体系の概説を行っている。まず主要な先行研究である黄晓

东(2007)の提示した音韻体系の信頼性を、約 3000 字の漢字音についての包括的な調査によ
って確認した上で、声調の調値について修正すべき点を指摘した。さらに黄晓东(2007)が本
格的には検討していなかった臨海方言の連読変調、すなわち音節固有の声調が前後の音節

との関係により規則的に変化する現象について、それが生起するパターンと生起条件とを

中古音（隋代音）の音韻体系の枠組みを参照しながら検討し、その体系を明らかにし、臨

海方言の連読変調が、南部呉方言・閩方言などにみられる、岩田(1994)の言う「最終音節優
勢型」（最終音節の声調だけが保たれて先行音節が中和されるか声調交替を起こすタイプ）

に属するものであることを指摘した。なお、本論文で示した連読変調の体系は、先行研究

たる张燕春(2006)の分析結果とは大きく異なるものである。 
 
 



 

第三章 
 
第三章では、臨海方言の文法体系の概説を行っている。統語構造、品詞体系と主要な品

詞の内実、各種の文法機能を表す機能語の一覧、主要な構文のリストといった言語事実を

体系的に提示した。そのなかで、刘丹青(2003)が、呉方言の特徴として指摘した、被動作者
が主語と述語動詞との間に副主題として生起する現象が、臨海方言においても存在するこ

とを確認した。 
第四章 

  
第四章では、ヴォイス範疇が臨海方言においてどのように体系化されているかを論じ、

「使役構文」「処置構文」「受動構文」に相当する各種構文について、それを構成する介詞

の種類、構文の生起条件について検討を行っている。臨海方言における有標のヴォイス構

文を構成する介詞は、以下のように整理される（【表 4-1】）。 
 

【表 4-1：臨海方言の受動構文・使役構文・処置構文を構成する介詞】 

介詞 例文 意味機能 

□ʣɛ22 
录音机  □ʣɛ22    小王  装倒  爻□ɦiɔ0。 
レコーダー ～によって  人名  壊す 〈出来事の発生〉 

loʔ23iəŋ31ci31ʣɛ21ɕiɔ53ɦɔ 21ʦɔ 31tɔ53ɦɔ0ɦiɔ0 

「レコーダーは小王によって壊された。」 

受動構文の動作者を

導く 

让
1 

1. 渠  弗管    走  搭 □ka44□i0，都    让     人   尊敬。 

彼 ～に関わらず 行く ～へ     どこ   みな ～によって 他の人 尊敬する 

ge21føʔ5kuø53ʦœ53tɔ44ka44i0toʔ5ɲiã113ɲiəŋ21ʦəŋ31ciəŋ44 

「彼はどこへ行こうとも、人に尊敬される。」 

2. 我  让   渠 去， 但是 渠 无有 去。 

私 ～させる  彼 行く  しかし  彼〈否定〉行く 

ŋe53ɲiã113ge21kʰe44tɛ53zɿ21ge21  0ɲiəu53kʰe44 

「私は彼を行かせたが、彼は行かなかった。」 

1.受動構文の動作者

を導く 

2.使役構文の動作者

を導く 

叫 我   叫  渠  早 点  屋里 去。 

私 ～させる 彼  早い 少し   家  行く 

ŋe53 ciɔ44ge21ʦɔ53tiɪ53oʔ5li53kʰe44 

「私は彼を早めに帰宅させた。」 

使役構文の動作者を

導く 

                                                   
1 “让”[ɲiã113]と[ʑiã113]の二つの発音があるが、意味機能に違いは見出し難い。 



 

讴 渠  弗    讴   我  搭  机场  里   去。 

彼〈否定〉～させる 私  ～へ  飛行場 ～の中 行く 

ge21føʔ5ɔ31ŋe53tɔ44ci31ʥiã21li53kʰe44
 

「彼は私を飛行場に行かせない。」 

使役構文の動作者を

導く 

拨 1. 我  拨  渠  早  点  屋里 去。 

私 ～させる 彼  早い 少し   家  行く 

ŋe53pøʔ5ge21ʦɔ53tiɪ53oʔ5li53kʰe44 

「私は彼を早めに帰宅させた。」 

2. 拨 小老人  培养  成  有用 □ke0  人。 
～を 子供  育てる ～になる 有用 （助詞） 人 

pøʔ5ɕiɔ53lɔ53ɲiəŋ21be21iã53ʑiəŋ21iəu53ɦyoŋ113ke0ɲiəŋ21 

「子どもたちを有用な人間に育てあげる。」 

1.使役構文の動作者

を導く 

2.処置構文の処置対

象を導く 

 
上表の中では、受動構文が“□ʣɛ21”と“让”という異なる介詞によって構成されること

になっているが、実際には両者では生起条件に違いが見られること、さらに“拨”から構

成される処置構文は、一定の条件下では述語動詞が可能補語を伴っていても文が成立する

など、標準中国語における処置構文（“把”構文）とは生起条件が異なることなどをも指摘

した。さらに、使役構文の動作者を導く機能と処置構文の処置対象を導く機能を兼ねた備

えた介詞“拨”の存在に着目し、その多機能性の内実を分析した上で、“拨”が通時的に如

何なる過程を経て各機能を備えるようになったのかという、意味拡張のプロセスを推定し

た。 
 

第五章 
 
第五章では、アスペクト範疇が、臨海方言においてどのように体系化されているかを論

じ、「将然」「開始」「起動」「持続」「進行」「継続」「実現」「経験」「終結」「出来事の発生」

といった各種のアスペクトがどのような助詞、副詞等によって表現されるのかを示してい

る（【表 5-1】）。そして多くのアスペクトは標準中国語と同源の形態素によって担われてい
るものの、「開始」を表す“□kʰœ24想”のように形式と機能面で独自性の強い表現形式もあ

ることを指摘した。さらに、「実現相」を表す形式に “□lɜʔ0”、“爻”という二形式がある

ことに着目し、それらの機能差異を分析した結果、前者は動態的事態のもたらした結果状

態や何らかの影響が参照時に残存している〈実現・残存〉を表すものであるのに対して、

後者は単に〈実現〉を表すものであり、動態的事態の結果状態や影響には非関与的である

と主張した。このことは、臨海方言においては、「結果状態・影響の残存」という意味特徴

がアスペクト表現形式の使い分けに関与している可能性があることを意味している。 
 



 

【表 5-1】 

機能 臨海方言 標準中国語 

将然「もうすぐ～しそうだ」 “快/快要/要”+動詞句+“□ɦiɔ0” “快/快要/要”+動詞句+“了 2”2 

開始「～しつつある」 “□khœ24想”+動詞 【※対応する表現なし】 

起動「～し始める」 動詞+“起来” 動詞+“起来” 

持続「～している」 動詞+“□kɜʔ0□tɜʔ0” 動詞+“着” 

進行「～しているところだ」 “在（□kɜʔ0）”+動詞 “在”+動詞 

継続「～し続ける」 動詞+“落去” 動詞+“下去” 

実現「～した」 
動詞+“□lɜʔ0” 

動詞+“爻” 
動詞+“了 1” 

経験「～したことがある」 動詞+“过”   動詞+“过” 

終結「～し終わる」 動詞+“完” 動詞+“完” 

出来事の発生「～した」 文+“爻□ɦiɔ0/□ɦiɔ0” 文+ “了 2” 

 
付録 

 
「付録１」は「臨海方言同音字表」であり、臨海方言における約 3000字の漢字の音（「字

音」）を一覧表にしたものである。これは、共時的な音韻体系および中古音（隋代音）との

通時的な対応関係を論ずる基礎資料となるものであり、第二章で論じた内容は主にこれに

基づく。臨海方言の字音については黄晓东(2007)が既に自身の調査結果を公表しており、本
論文の調査結果も黄氏のそれと大きく異なるものではないが、黄氏の調査結果の信頼性を

確認した上で、補足・修正を行った。 
「付録２」は、「臨海方言文法調査データ」であり、『中国语言资源调查手册』（pp.169-176）

記載の 50の例文に対応する臨海方言の例文を例示したものである。これらの例文から得ら
れた言語事実は、本論文の第三章の文法概説において整理されている。 
  

                                                   
2 標準中国語の“了 le”はその統語的分布と機能によって、“了 1” と“了 2”に分けることができる。“了 1”は動詞に

後接するアスペクト助詞（動詞接尾辞とも呼ばれる）であり、“了 2”は文末に置かれる文末助詞（語気助詞とも呼ば

れる）である。例えば、朱德熙(1982)では“了 1”は動詞接尾辞であり、動詞の直後に置かれ、動作の完了を表し、

“了 2”は文末のみに現れ、新たな状況の出現を表すと説明されている。 
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